
 

 （第２号様式） 
令和５年３月31日 

 神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立新羽高等学校長  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価（中間） 学校関係者評価 

（10月 26 日実施） 

（３月 10日実施） 

総合評価（３月 31日現在） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①新学習指導要
領に基づき、生
徒の状況やニー
ズに応じた教育
課程の編成、検
証及び改善に取
り組む。 
②組織的に授業
改善に取り組
み、意欲や目標
を持って主体的
に学び考える力
を育成する。 
 
 
 
 
 
 
 

①新学習指導要領
が年次進行で実施
されたことを踏ま
え、生徒の資質・
能力を高める支援
をしていく。 
②教員相互の日常
的な学び合いを通
して授業力を高め
るとともに、課題
解決力を伸ばすた
めの授業実践に引
き続き取り組む。
ＩＣＴも利活用し
ながら、生徒の興
味・関心を引き出
し、生徒が主体的
に学び考える授業
に学校全体で取り
組む。 
 
 

①選択科目説明
会等において、
生徒の状況や進
路に応じた選択
ができるよう、
一人ひとり丁寧
な支援を実施す
る。 
②授業見学のワ
ークシートの改
良や、見学月間
を設けるなど、
教員同士が日常
的に学び合いを
できる環境を整
える。課題解決
力を伸ばすため
の授業につい
て、教科の枠を
超えた研究にも
取り組み、情報
を共有しながら
学校全体で取り
組む。 

①生徒が選択科目
を選ぶ際に進路に
応じた選択ができ
たか。 
②日常的に教員同
士が授業見学をし
たり、学び合った
りすることができ
たか。②授業研究
に関する研修会を
実施し、生徒が主
体的に学び考える
授業ができたか。 
②指導主事等助言
者を招き、公開授
業研究会を実施す
ることができた
か。 

①選択科目説明会にお
いて、教科等と連携し
ながら、生徒が自分の
進路選択をできるよう
に実施した。 
②授業見学のワークシ
ートを改良し、生徒に
着目した授業観察をす
すめていくこととし
た。外部講師を招いた
ワークショップを開催
し、教員同士が日常的
に学び合いを行う環境
を整えつつある。 
 

①選択科目を決定し
たあとに変更を申し
出る生徒がいる。 
②第２回授業研究会
に向けて、授業見学
だけでなく、学び合
いの機会を増やして
いく必要がある。 
②生徒の学びに着目
した授業見学をとお
して、生徒が主体的
に学び考える授業に
ついての議論や授業
実践を今後どのよう
に継続していくかが
課題である。 

・生徒が素直で、教師
との信頼関係があり、
クラス全体で安心して
学びあえる環境ができ
ている。 
・対話や会話の場面が
多く、生徒が楽しみな
がら学習している。 
・ユニバーサルデザイ
ンの視点 
がちりばめられており
よい。 
・学習が困難な生徒は
一定数おり、その生徒
たちにどのような配慮
をするかが大切であ
る。 
・授業改善は、日常に
どう反映されているの
かが問題となる。 
・教員同士の他校種の
交流の機会がもっとあ
るとよい。 

①選択科目説明会におい
て、教科等と連携しなが
ら実施した。しかし、選
択科目を決定したあとに
変更を申し出る生徒がい
ることが課題である。 
②授業見学におけるワー
クシートを改良したり、
外部講師を招いたワーク
ショップを開催したりし
たことで、生徒に着目し
た授業観察をすすめてい
くことができた。教科の
枠を超えて行ったこと
で、教員同士が日常的に
学び合う環境が整ってき
たと考える。生徒に着目
する意義や理解をさらに
深め、「主体的・対話的
で深い学び」の授業の実
現に向けた研究会の実施
が課題である。また、Ｉ
ＣＴや一人一台端末の利
活用を進めていくことが
課題である。 
 

①選択科目説明会の前後
で、自分の進路をよく考え
る場を設けていく。 
②今後も「生徒に着目した
授業見学」を続け、生徒の
課題解決力を伸ばし、主体
的・対話的で深い学びの授
業の実現に向けて、研究会
を実施していく。また、一
人一台端末を活用した授業
について、個人だけでな
く、学校全体で取り組んで
いく。 

２ 
生徒指導・
支援 

①新羽生として
の自立と自律を
促し、誇りと自
覚及び積極的で
能動的な態度を
持つ生徒を育成
する。 
②生徒がルー
ル・マナーなど
社会規範を遵守
する意識を持
ち、安全かつ安
心して学べる学
校づくりを推進
する。 

①近年、コロナ禍
で実施ができなか
った行事等を、安
全に配慮しながら
実施する。 
①学校での活動を
活発化するため、
部活動加入率 50％
を目標に体制を整
える。 
②生徒の自己管理
能力を高め、安
心・安全な学校生
活と、希望する進
路の実現につなが
る生徒支援・指導
を実施する。 
 

①実施可能な活
動を早めに設定
し、計画的に企
画、運営を行
う。 
①部活動紹介を
充実させ、勧誘
活動を積極的に
行う。また、顧
問が生徒に関わ
ることができる
時間の確保を行
う。 
②学校生活にお
けるルールやマ
ナー等を生徒に
周知徹底する。
職員の指導力の
向上を進め、生
徒ひとり一人に
丁寧な支援と指
導を実施する。 

①安全に配慮し、
生徒の主体性を育
む行事を計画し、
実施することがで
きたか。 
①部活動紹介から
部総会までの流れ
を整理し、新入生
の加入率が 50％を
超えたか。 
②特別指導件数及
び交通事故件数が
昨年度よりも減少
したか。また、外
部からの指導に関
する情報提供や苦
情が減少したか。 

①体育祭及び文化祭つ
いて、現在の状況でで
きうる範囲内での実施
ができた。 
①新学年と連携して入
部を呼びかかたことに
より１学年の加入率が
上がり、全体でも昨年
度に比べ上昇し、46％
となった。 
②ルールやマナーにつ
いてポスターや声かけ
等を実施し周知した。
生徒一人ひとりに丁寧
な支援と指導を全職員
で行った。前年に比
べ、指導件数が増加し
た。 

①体育祭の応援団な
ど復活できない内容
もあったので、今後
どのようにしていく
か検討が必要であ
る。 
①現在、部活をやめ
てしまった生徒もお
り、どのように継続
させていくか課題で
ある。 
②特別指導件数、そ
の他支援件数等、昨
年同時期より増加し
た。より丁寧で時間
をかけた指導と支援
により、ｱﾝｹｰﾄ以外の
情報収集が円滑に広
く実施されたことに
よると考える。件数
増加で対応の質が低
下しないよう職員の
スキルアップを更に
進める。 
 
 

・文化祭は３年振りと
のことだが生徒が笑顔
で取り組みよい文化祭
だった。 
・学業や研究の成果、
部活動の発表がもっと
あるとよい。 
・部活動に入っていな
い 54％の生徒がどのよ
うな生活をしているの
か気になる。 
・歩き方や自転車の乗
り方について、指導を
してもらいたい。小中
高でやっていく必要が
ある。 

①年間を通して予定して
いた行事を行い、発展さ
せることもできた。今
後、以前の形態にどのよ
うに戻していくかが課題
である。 
①１学年の部活動加入率
が上がり、全体でも昨年
度に比べ上昇し、46％と
なったが、退部する生徒
も多く、どのように継続
させていくか課題であ
る。 
②特別指導件数及び交通
事故件数は前年度より増
加した。より丁寧な指導
と支援の実施により、生
徒の規範意識が向上し生
徒からの情報提供がスム
ーズにおこなわれ、対応
件数が増加したことによ
ると考える。登下校時の
交通安全、公共でのマナ
ーの徹底について課題で
ある。 

①行事の来校者の幅を広
げ、それに向けた対策をし
っかり検討していく。ま
た、文化祭での調理を行う
か検討し、安全面での管理
対策をしっかりする。 
①中学生に向けた部活動見
学もしくは体験を充実させ
る。 
②職員の生徒支援(指導)の
スキルアップを更に進める
ための研修会を実施し、生
徒と職員のより良いコミュ
ニケーションから始める声
掛け指導の工夫を行う。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価（中間） 学校関係者評価 

（10月 26 日実施） 

（３月 10日実施） 

総合評価（３月 31日現在） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導・
支援 

①激動する現代
に適応できる人
材の育成を図
る。 
②生徒が目標を
持ち、基礎的・
汎用的能力の育
成を通して、希
望する進路を実
現する意識の向
上を図る。 

①生徒の希望に合
った進路の実現を
図る。 
②授業やガイダン
スなどを有効活用
し、自己実現に向
けた目標の設定を
行わせる。 

①進路希望調査
や分野別ガイダ
ンスを実施し、
生徒の希望の把
握とその実現に
向けた指導を行
う。夏休みのイ
ンターンシップ
や面接練習に積
極的に参加させ
る。 
②授業やガイダ
ンスなどを工夫
し、自己実現に
向けた目標の設
定を行わせる。 

①生徒の希望に沿
った進路実現を果
たすことができた
か。 
①インターンシッ
プや面接練習に参
加することができ
たか。 
②生徒が自己実現
に向けた目標設定
をすることができ
たか。 

①県主催のインターン
シップに 28 人の生徒
が参加した。（前年度
2人） 
①全職員による面接練
習には、170 人の生徒
が参加した。 
②１年次で職業ガイダ
ンス、３年次で、年３
回の進路希望に応じた
分野別ガイダンス・学
校別ガイダンスを行っ
た。 

①コロナ感染の第６
波が到来し、飲食関
係、医療・保育分野
を中心にインターン
シップを中止にする
事業所が多かった。 
（希望者 45 人中 17
人中止） 
②来年度は１・２年
次生に対しても、進
路ガイダンスの回数
を増やして実施した
い。 

・学歴が全てではな
い。本人が得意とする
ことを見抜くことが大
事である。 
・卒業生の活躍は、在
校生の誇りとなるの
で、新羽から様々な面
で活躍できる人材を輩
出してもらいたい。 
・大学生も「自分事」
は強いが「地域、社
会、未来」が弱い。自
分の関心事がグローバ
ルにどうつながってい
るのかを考えられよう
になるとよい。 

①４年制大学進学割合が
３年連続で増加し、今年
度は４ポイント以上増加
した半面、進路未定者
（フリーター）が 11 人も
いた。 
②就職希望者全員が就職
をすることができ、看護
系希望者も全員が看護系
に進学できた。 
③指定校推薦において、
被推薦者が辞退を申し出
てきたケースが複数件あ
った。 
④神奈川大学との高大連
携が形としてできていな
かった。 

①来年度は１・２年次生に
対しても、進路ガイダンス
の回数や進路探究活動を増
やして、低年次から進路意
識を向上させていく。 
②就職指導、看護系指導の
手厚さが本校の売りなの
で、このサポート体制を継
続する。 
③指定校推薦は、辞退でき
ない入試なので、安易に希
望を出さないように指導し
ていく。 
④来年度からは、１学年生
徒全員で神奈川大学見学を
実施し、模擬授業を受け、
連携を強めていく。 
 

４ 
地域等との 
協働 

地域に開かれた
学校づくりをい
っそう推進する
とともに、学校
行事等の発信等
を通じて、地域
から信頼される
学校づくりを強
化する。 

本校の取組や学校
行事を全公立展や
学校説明会等を通
じて広く発信す
る。 
学校説明会を全職
員で取り組む働き
かけをする。 
学校連絡協議会を
通じて、地元の皆
さんへ更なる本校
の紹介をする。 

グループ内にお
いて研修会を行
い、管理グルー
プ主導で行う努
力をする。 
学校説明会や学
校見学におい
て、本校独自の
特色を創意工夫
して、より多く
の受験生に浸透
できるようにす
る。（ドローン
の活用等） 

より多くの中学生
とその保護者の来
校やアクセス数が
昨年度よりも増え
たか。 
学校運営協議会委
員を通じた広報を
行うことができた
か。 
 

夏季休業中には４日間
計８回学校見学会を設
定し、丁寧に説明する
ことが出来た。(参加
約 400 組) 
第 1 回学校説明会にお
いて、250 組の来校者
を迎え、模擬授業、部
活動体験、個別相談等
を行った。 
今年度学校案内パンフ
レットや学校紹介映像
は、これまでのものか
ら一新しより分かりや
すいものを作成した。 

ここ数年、学校見学
者が増え、今後も本
校の特色を明確に中
学生へ伝える工夫に
務めたい。 
学校説明会の内容に
ついて、学校見学者
が、実際どれくらい
受検しているかの客
観的な数字を基に、
来年度の学校説明会
内容を精査したい。 

・地域とのコミュニケ
ーションを大事にし
て、地域との行事の引
継ぎをしっかりとして
もらいたい。 
・サマーフェスや防災
訓練など、地域と再び
つながりが持てるよう
にＰＴＡも一緒に改善
していきたい。 
・対話から始めること
が探求型学習の始まり
であり、地域の方々と
の対話をすると、おの
ずと探求型につなが
る。 

学校見学会や説明会への
参加人数が年々増加して
いる。管理連携グループ
や各教科、部活動生徒の
協力を得て、受験者数の
維持に繋がっている。 
ほぼ予定通りに行われた
学校行事を、来年の学校
説明会等で紹介してい
く。 
来年度に向けての新羽高
校の魅力と特色をさらに
ＰＲしていく 

本校の魅力特色をさらに追
及し、安定した学校生活や
活発な学校行事や部活動の
更なる発展を目指す。他グ
ループとの連携を密にして
本校の特色を追求してい
く。 
ポスターやパンフレットの
内容等の更なる発展を目指
す。 
学校説明会の内容の精査を
図る。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①学習環境及び
生活環境の見直
しとさらなる整
備を目指す。 
②学校運営のさ
らなる効率化と
事故不祥事防止
に取り組む。 
 

①ＩＣＴ推進セン
ターと連携し、コ
ロナ禍においてモ
ニターを活用して
いく。 
①生徒が集中して
学習に取り組める
ように、教室環境
を整える。 
②管理職と連携を
して職員の事故防
止に務める。 
②定期試験や成績
処理において事故
防止に努める。 

①消毒や清掃用
具の小まめな補
充と教室や廊下
の蓋つきごみ箱
の設置。 
①ＰＴＡとの連
携を追求し、教
室内の生徒用ロ
ッカーの交換を
進める。 
①体育館改修工
事に向けての準
備。 
②不祥事防止会
議や研修会、朝
の打合せ等での
意識の高揚と点
検作業の徹底を
図る。 

①在校生や職員の
コロナ感染への不
安を少しでも軽減
できたか。 
①生徒や職員への
声掛けや申し出に
応えることができ
たか。 
①生徒用ロッカー
を交換することが
できたか。 
②不祥事０を達成
できたか。 

①夏休み明けに各教室
へ蓋つきのごみ箱(ペ
ットボトル用、ビンカ
ン用)を設置した。 
①秋にＰＴＡと生徒と
の懇談会を予定してい
る。ロッカーに関して
は検討中。 
①体育館改修工事に関
しては、県からの予定
が変更となり、現在ス
トップしている。 
②不祥事防止会議及び
研修会を通じて、職員
の不祥事防止意識の涵
養を図ることができ
た。定期試験や成績処
理で確認・点検を徹底
し事故を防止した。 

①廊下やラウンジ等
のごみ箱の必要性を
今後検討していく。 
①生徒会生徒とＰＴ
Ａが何をポイントと
して捉えて意見交換
できるか、今後詰め
ていく。 
①体育館改修に関し
ては、情報収集し計
画を立てていく。 
②個人情報における
点検の仕方に一部不
備があり、点検方法
を見直した。 
研修会における自主
点検を失念する職員
がおり、周知の仕方
の改善を図った。 

・モニターを使用した
授業が定番化してい
る。 
・高いお金を払って一
人一台ＰＣを購入して
いるので、しっかりと
活用してもらいたい。 

①コロナ感染から平常生
活へ戻った時の、清掃に
ついての再考が必要であ
る。 
①２回にわたって，ＰＴ
Ａと生徒会幹部生徒との
意見交換会を行った。 
今年を持って、校内のす
べてのトイレの全面改修
とエアコンの交換ならび
に新規整備が行われた。 
②定期試験や成績処理の
際に手順や点検方法など
を改めて徹底するととも
に、発生した事例等を形
式毎に明らかにすること
によって再度の発生を未
然に防ぐことに努めた。 

①校内美化を追求してい
く。業者によるトイレ清掃
を定期的に行う。 
①今まで以上に，ＰＴＡと
の関係を密にし、学校の一
体感を目指す。 
来年度は、生徒用ロッカー
の交換を目指したい。 
体育館改修工事計画が延期
となり、今後も時間をかけ
て準備を進めていく。 
②今後とも事故防止につい
て、職員の意識を高めてい
くとともに、点検手順等を
常に見直していく。 

 


